
2012 年度 書き損じハガキ回収キャンペーン ご報告       

【 回収期間 】2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日（夏季・冬季キャンペーンに分けて実施） 

【 ご支援者 】約 715 団体 、個人 約 619 名 （H25 年 3 月 31 日現在） 

【 集計報告 】 ハガキ  93,784 枚 3,529,119 円、 切手 853,994 円、 

テレカ 314,240 円、CD・DVD・ゲームソフト・本・衣類・その他で226,555 円 

 

 

 

【 ドネーション先 】 

 MAG (Mines Advisory Group) ドネーション額：＄3,000 

 MAG (Mines Advisory Group)         

            

            

            

   

 

 CSHD (Cambodian Self Help Demining)  ドネーション額：＄3,000 

            

            

             

■HIV/AIDS患者支援 

 

 第 5軍病院 ドネーション額：＄1,000    
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 CMC現地支援事業  

              

             

      

     

 

 

 

 

カンボジアの地雷被害ゼロを目指して 

(財)カンボジア地雷撤去キャンペーン（CMC）は、理事長の大谷がカンボジアを訪れた際、多くの地雷被害者に出会い地雷問題の深刻さに直

面し非人道的な兵器を一日も早く地球上より無くし、また 1 人でも多くの被害者を救済するため帰国後、1998 年に国際 NGO として設立。 

現在に至るまで地雷撤去支援、被害者支援、農業支援、地雷原によって教育を奪われた子供達のための教育支援などを実践しています。 

あなたにできる支援を 

 

 

 

 

 

イギリスが運営する NGO で 1989 年より活動を開始し、カンボジア

他、地雷被害が多いアンゴラ、イラク、リビア、スーダンなど約 40

ヶ国以上で活動。カンボジアではこれまでに約 27,000 個の地雷およ

び不発弾撤去を完了させています。カンボジアの地雷撤去団体の中で

は唯一女性撤去員や地雷被害者を積極的に雇用している団体でもあ

ります。今回は、パイリンの YIN SAROY１という地雷原に入りまし

た。ここでは、MAT3,MAT6 の 32 人が撤去作業を行っています。MAT

というのは「MINE ACTION TEAM」のことで、32 人のうち 12 

人が女性です。38 度の暑さの中、ヘルメットを被りプロテクターを

着け地雷原へ。この日は、６個の地雷が発見され、爆破作業の後、ド

ネーションを行いました。 

幼い頃から少年兵として戦い自らも地雷を埋めた経験を持つアキラ

氏が代表を務める地雷撤去団体。視察したコンプティアロム村の地雷

原は 25,301 ㎡の広さがあり、そこを隊員 25 名で作業をしていまし

た。毎日 38 度を超える酷暑とブッシュの中での悪戦苦闘の連続で木

を切ったり草を刈ったりした後に探知作業ができます。視察中、カン

ボジアでは珍しいドイツ製の爆風地雷が発見され、ＴＮＴ火薬をセッ

トして爆破。ドーンという爆音と地響きの衝撃に参加者も思わず声を

上げていました。命懸けで作業を行う地雷撤去員に敬意と感謝の気持

ちを込め、ドネーションを行いました。 

第 17 次スタディツアー参加者全員で支援金を手渡す。 

32 人のうち 12 人が女性ディマイナー（地雷撤去隊員） 

内戦中政府・軍により運営され、負傷した軍人を治療していましたが、

今は、内戦終了後、UNTAC が進駐し、難民が帰還する中で急増した

HIV/AIDS 患者の治療にあたっています。現在、７人の患者が入院し

ていました。内戦中タイ国境で、感染した兵士やその妻、亡くなった

夫からうつされた女性などが、落ち込む気持ちを抑えて前向きに生き

ようとする姿が印象的でした。抗 AIV 薬をきちんと飲んでしっかり生

きてくださいと、握手をしてドネーションを行いました。 

第 5 軍病院ドクターに支援金を手渡す 

■ 被害者のメンタルケア、地雷回避教育を目的としたカンボ

ジア現地でのラジオ番組制作・放送  

経費：約 100 万円 

 

■ CMCトゥールポンロー中学校 2km圏内の通学路 

舗装（今年 4月末に完成予定） 

工事費：約 200万円（整備に向けて支援金募集中） 

 

CSHD サンボー副隊長に支援金を手渡す 

ドス・ソピアップさん（21 歳）。5 歳の時、地雷被害に遭い右足を失

う。CMC のラジオ「ボイス･オブ･ハート」に出演してくれました 

乾季にも関わらず、水はけが悪いのでぬかるみもたくさんあり、雨季

になるとこの道は川と化します。中学校の通学路としてはとても危険 

書き損じハガキ回収 

ハガキは国内で換金後、地雷撤去団

体へ寄付されます。カンボジアでは

ハガキ 3 枚（約 100 円）で約１㎡

の地雷原撤去費用に。身近にできる

支援として多くの方にご支持頂い

ております。ハガキ 200 枚以上送

付頂いた方には感謝状を送付致し

ます。 

地雷問題を伝える 

カンボジアに未だに 600 万個も地

雷が埋まっていることはあまり知

られていない事実。1 人が１人に地

雷問題を伝えることが確実に解決

へとつながっていきます。CMC は

定期的に街頭募金活動や国際イベ

ントへの出展、学校や団体で講演活

動などを行っています 

マンスリーサポーター 

ここ 10 年で地雷・不発弾被害者数

は約 4 分の１に減少しました。皆様

の支援が現地を支えています。 

月々500 円から支援ができるマン

スリーサポーター。支援方法は、銀

行引落し、郵便振替、クレジットカ

ードからお選び頂けます。 

となりました。誠にありがとうございます。頂いた支援金は以下の団体へ手渡しでドネーションを行って参りました。 

その他現地支援事業（地雷危険回避教育を目的としたラジオ番組の制作・放送、CMC トゥールポンロー中学校の通学路舗装費）、国内活動

費などにも役立てられます。 

総額   4,923,908 円分 

 


